
２．お 知 ら せ
〇本日は召天者記念礼拝をお守りできた幸いを感謝いたします。今
年は新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み、ご遺族
の皆様を特別に礼拝堂にお招きすることを控えさせていただくこと
となりましたが、お便りや献金をお送りくださったご遺族もいらっ
しゃいます。主にある交わりに感謝いたします。ご遺族の皆様に神
様の慰めが豊かにありますよう、お祈り申し上げます。
〇教会員有志の方々がお庭の草むしりをしてくださっています。感
謝いたします。

３. 集 会 案 内
〇礼拝後、短い時間ですが、召天者のお写真を囲んで、自由に偲び
ましょう。その後、礼拝堂のお掃除と片づけを、有志で行います。
〇定例役員会 １４時～
〇聖書研究・祈祷会 ２４日(木)10：00～11：00 於：礼拝堂

コリントの信徒への手紙一 ７：１７～４０
※水曜日のオンライン聖研・祈祷会はお休みです。

聖書 (新約聖書)ルカによる福音書１７：１～１０(聖書日課)

祈り • コロナウイルスに感染された方々のご快復と、感染症の一日
も早い収束のために。

• 医療従事者の方々のために。
• 土地・建物資金返済献金(年間目標額: １００万円)をおささげ

出来ますように。
• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：高井戸教会
• 七條真明牧師、創立1897年、現住陪餐135、礼拝出席75、祈祷

会出席7、ＣＳ出席46、予算1391万円。エレベーター等の設置
がなされた会堂に多くの方たちを迎え入れ、福音を伝えるこ
とができますように。付属幼稚園の歩みが祝されますように。

２０２０年９月２０日<聖霊降臨節第17主日>

【召天者記念礼拝】
No.

22408(25)

年主題 「み言葉に生きる」

１.礼 拝 順 序

司式 役 員

奏楽 加 藤 牧 師

前 奏

招 詞

わたしは命を、再び受けるために、捨てる。それゆえ、
父はわたしを愛してくださる。だれもわたしから命を奪
い取ることはできない。わたしは自分でそれを捨てる。
わたしは命を捨てることもでき、それを再び受けること
もできる。これは、わたしが父から受けた掟である。

（ヨハネによる福音書１０：１７～１８）

○ 讃 美 歌 二編１３６番（次ページ）１、２節

○ 主の祈り （次ページ）

○ 交 読 文 ６ 詩編２３篇（別冊交読文p.6）

（讃美歌一編交読文p.５）

〇 信仰告白 使徒信条（次ページ）

聖 書 ヨハネによる福音書１１:２８～４４

祈 祷 （新約p. １８９）

説 教 ｢イエスさまの涙、憤り、そして勝利｣

祈 祷 加藤眞衣子牧師

〇 讃 美 歌 21-３２７番（次ページ）

奉 献 21-６５-2番

報 告

〇 頌 栄 21-２９番

〇 祝 祷 加藤眞衣子牧師

後 奏

○次週主日礼拝 ９月２７日(日)１０時半 聖霊降臨節第18主日

「造り主なる神を信ず」（使徒信条による説教①）
創世記１：１～５ 説教/加藤眞衣子牧師

司式:役員 奏楽：加藤牧師
招詞・ローマ書８：３８～３９ 交読文･２６ 詩編１０４篇
讃美歌 21-６、21-２２６、21-21-２９
〇婦人会 礼拝後
〇礼拝委員会 婦人会後
〇教会学校礼拝 １６時～１６時半



【讃美歌21-３２７番】
１ すべての民よ、よろこべ、主イェスは死に勝ちませば
陰府（よみ）のちから はや失（う）せて、ひとのいのち
かぎりなし。

２ 明日（あす）をも知らぬ 世に住み、涙の谷 たどる身の
悲しみも悩みも消え 今は喜びにあふる。

３ 主は栄光の御座につき、みつかいらはほめ歌う、
「主イェス死に勝ちたまえば、人は生くる とこしえに」。

【使徒信条（しとしんじょう）】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。
我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。
主は聖霊（せいれい）によりてやどり、処女(おとめ)マ
リヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、
十字架につけられ、死にて葬られ、陰府(よみ)にくだり、
三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、全能の
父なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、
生ける者と死ねる者とを審（さば）きたまわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪
の赦し(ゆるし)、身体（からだ）のよみがえり、永遠(と
こしえ)の生命(いのち)を信ず。 アーメン。

【讃美歌二編１３６番】
1 われ聞けり「かなたにはうるわしき都あり」
かがやける かの岸に、われはまもなく着かん
「ハレルヤ」と うたいつつ、うたいつつすすみゆかん。
わが足は弱けれど、みちびきたまえ、主よ。

2 われ聞けり「かしこには 争いも わずらいも
あすの憂いもなし」と、われはまもなく着かん
「ハレルヤ」と うたいなば かなしみも幸(さち)とならん。
われは はや さ迷わじ、神ともにいませば。

【主の祈り】
天にまします我らの父よ。願わくは御名（みな）を
あがめさせたまえ。御国（みくに）を来たらせたま
え。みこころの天になるごとく、地にもなさせたま
え。我らの日用（にちよう）の糧（かて）を今日も
与えたまえ。我らに罪を犯すものを我らが赦（ゆ
る）すごとく、我らの罪をも赦したまえ。我らを試
（こころ）みにあわせず、悪より救いいだしたまえ。
国と力と栄えとは、限りなく汝(なんじ)のものなれ
ばなり。アーメン。


